
広
報
は
十
二
月
二
八
日
嘱
託
員
に
配
布

稲
作
の
反
省

１
苗
つ
く
り

昨
年
は
田
植
機
の
普
及
に
よ
り

稚
苗
移
植
が
増
え
、
さ
ら
に
直
播

栽
培
の
面
積
が
増
え
て
、
従
来
よ

り
の
水
苗
代
に
よ
る
苗
っ
く
り
は

か
な
り
減
少
し
た
、
今
年
も
こ
の

傾
向
は
強
く
な
る
と
田心わ
れ
る
が

、
こ
れ
ら
の
栽
培
型
が
何
故
増
え

る
か
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る

お
そ
ら
く
農
家
は
省
力
が
目
的
で

は
な
く
収
量
が
多
く
な
る
か
ら
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
増
収
に
な
る
と

す
れ
ば
、
稚
苗
移
植
も
直
播
も
穂

数
穫
保
が
簡
単
で
あ
る
か
ら
と
思

う
が
、
反
面
あ
る
時
期
に
は
分
け

っ
が
過
剰
と
な
っ
て
か
え
っ
て
Ｉ

穂
に
っ
く
モ
ミ
数
は
減
少
し
、
収

量
が
意
外
と
伸
び
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
は
見
逃
が
せ
ま
せ
ん
。
こ

の
様
に
稚
苗
移
植
も
直
播
栽
培
も

さ
ら
に
普
通
栽
糂
に
も
共
通
し
て

重
要
な
事
柄
は
幼
苗
期
の
管
理
で

す
。
よ
い
粗
質
の
苗
が
分
け
っ
を

確
実
に
と
り
モ
ミ
殻
を
沢
山
残
す

稲
に
な
る
最
大
の
要
素
で
す
か
ら

、
苗
っ
く
り
を
軽
祝
し
て
施
肥
で

分
け
っ
を
と
る
こ
と
を
考
え
た
ら

そ
の
人
の
米
作
り
は
失
敗
で
す
。

最
近
は
苗
っ
く
り
を
忘
れ
μ
米
作

り
を
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま

清

風

句

会

う
ら
寒
し
は
だ
か
電
灯
神
楽
舞

蓮
　
水

鐘
楼
の
す
そ
を
ぽ
か
し
て
冬
霾

康
　
子

旅
が
へ
り
目
に
古
里
の
秋
の
海

千
　
代

ま
命
の
神
秘
冬
芽
の
｛
つ
に
も

梨
　
花

新
婚
に
父
と
呼
ば
れ
て
根
深
汁

一
　
平

写
義
深
き
明
治
百
年
年
惜
し
む

照
　
枝

曹
孫
の
二
人
と
な
り
て
今
朝
の
春

翁

鷽
日
や
話
し
半
ば
で
戻
り
け
り

旬
　
一

俘
務
僧
の
今
口
一
日
を
落
葉
掻
き

す
。
そ
こ
で
拍
代
の
改
卜
に
今
年

は
最
大
の
努
力
と
研
允
を
し
。兄
は

し
い
も
の
で
す
。
粽
質
の
よ
い
苗

と
は
限
が
多
く
茎
は
蝸
か
く
太
い

も
の
で
活
力
が
強
い
も
の
で
す
が

、
そ
れ
を
作
る
に
は
幼
苗
羂
に
は

充
分
に
有
機
質
と
徴
量
要
素
を
台

ん
だ
土
で
育
て
る
こ
と
、
換
言
す

れ
ば
土
っ
く
り
か
苗
っ
く
り
の
最

大
の
手
段
で
す
。

直
播
栽
培
に
お
い
て
も
苗
代
は
木

田
初
期
に
経
過
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
深
播
き
、
厚
播
き
を
避
け
て

’苗
代
と
同
じ
よ
う
に
、
よ
い
環
境

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

２

品
　

質

昨
年
は
気
象
的
な
要
素
に
よ
り

早
生
、
中
生
種
の
収
量
は
安
定
し

て
、
金
南
風
程
度
か
ら
の
晩
生
種

は
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
は

品
質
の
優
劣
が
、
と
や
か
く
云
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
家
は
こ
れ

ら
の
点
ば
か
り
注
目
し
て
自
分
の

栽
培
品
種
を
決
め
て
お
ら
れ
る
傾

向
が
並
い
。
勿
論
前
年
の
忤
況
や

品
質
も
大
切
で
す
が
、
自
分
の
栽

培
型
や
土
地
条
件
も
充
分
考
え
決

め
て
は
し
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に

近
年
は
出
穂
期
前
後
か
ら
チ
ツ
ソ

肥
料
を
多
給
す
る
よ
う
に
な
っ
て

行
　
雄

面
と
れ
ば
白
髪
お
き
な
神
楽
舞

元

父
祖
の
田
を
守
り
て
老
の
麦
を
蒔

く
　
　
　
　
　

免
　
史

針
運
ぷ
わ
が
母
に
似
ず
秋
灯
下

鈴

ノ
ー
ベ
ル
の
偉
業
輝
く
菊
の
朝

九
　
重

風
邪
に
寝
て
畏
友
の
訃
報
き
き
も

ら
し

初
詣
若
き
祢
宜
打
つ
太
鼓
冴
え

船
医
よ
り
数
り
子
昆
布
と
い
う
も

の
を

選
者
　
雲
　
仙

次
は
一
月
十
一
日
（
土
）
で
す

雑
詠
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

昭 和43年 度 米 つく り コ ン ク ール 入賞 者( 順 位)

部 落 名 氏　　　 名
松　園　　登

作 付 而積 総生産量 10a当収量
豊　　 原 '９813

一 一
10115

-
123j 2

930  0 
一一 一

8512
一一

12400
一一一一 一

10711
一 一 一11501

5784 592k
下中小野 中　野　市江 5928

一 一 一67, 14
-

5070
-

4620

588
下 中小 野

吉田一　夫一一一一大　下　千一
549

豊　　原 549
豊　　 原 原　田丸一 545
上　　 ゲ 木　村　和雄 6672 542
豊　　 原 的　煬　勝美 5748 539
豊　　 原 福　円　　勇＿‥ _ ＿_ _ 　 ＿

石　村　利一
6060 531

ト　　 ゲ ８８２３１　　４６８０ 531
麓 岩　 本　 常　 －

杉　 山　武　 人
7521 3990 531

下中小野 6520
一 一

9717
一 一

17909

3408 523. .
豊　　 原 今　 川　　 豊 5052 522
辻　　 並 藤　 本　 松　 範 9276 521
豊　　 原 岡　村　正　－ 9415

- 　 －
11825

4860 518
平　　 野 山　村　米　－ 6108 ５１８
上　　 ゲ 山　村　則男 83こ5 4308 ６１８
豊　　 原 山山　本　義友 7. 11ぶ戸　　3840 516
下 中 小 野 福田　　僣 7112　　　 ：北43 ５１４
豊　　 原 西　 田　　 茂 13120 6660 510 

お
り
、
穂
イ
モ
チ
病
が
発
生
し
や

す
い
環
境
で
稲
を
栽
培
し
て
お
る

の
で
、
穗
イ
モ
チ
病
に
強
い
品
種

を
採
用
す
る
こ
と
と
施
肥
万
法
が

合
理
化
さ
れ
生
育
中
期
に
チ
ツ
ソ

肥
料
を
制
限
す
る
の
で
圸
力
の
な

い
田
で
は
、
穗
が
極
端
に
小
さ
く

な
っ
て
減
収
し
て
お
る
。

こ
の
よ
う
な
田
で
は
穗
重

型
の
・石
枇
を
槓
付
け
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
一

般
的
に
陶
で
は
こ
の
よ
う

な
田
が
多
い
と
思
わ
れ
る

。
四
十
四
年
度
の
基
幹
品

種
は
決
定
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
も
う
一
反
自
分
の

計
画
品
種
と
照
し
合
せ
て

み
て
下
さ
い
。

更
新
し
て
常
に
新
し
い
も
の
を
求

め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

３
瓏
境
つ
く
り

土
地
つ
く
り
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
稲
は
毎

年
ほ
し
い
だ
け
の
養
分
を
川
の
巾

か
ら
吸
収
し
て
お
り
ま
寸
が
、
我

々
が
瘋
す
化
学
肥
料
は
十
ぺ
石
分

だ
け
し
か
保
持
し
て
お
ら
ず
川
は

年
々
老
朽
化
し
て
秋
落
ら
現
象
か

目
立
っ
て
い
る
。
乂
長
い
問
巾
耕

耘
機
利
川
で
耕
盤
が
出
来
、
根
は

伸
び
難
く
な
っ
て
い
る
、
今
年
は

休
閑
巾
に
ス
キ
起
し
や
合
鉄
資
材

有
機
物
の
投
人
を
是
非
行
い
、
土

地
の
若
返
り
を
さ
れ
る
こ
と
奨
め

ま
す
。
そ
の
他
水
管
理
も
か
な
り

合
理
的
に
や
』り
れ
ま
し
た
が
、
理

想
的
な
水
管
理
と
は
、
灌
排
水
が

自
由
に
調
節
で
き
る
こ
と
で
す
か

ら
、
水
源
の
開
発
や
水
路
の
改
修

を
地
区
毎
に
話
し
合
い
ど
こ
よ
り

も
女
く
、
擶
な
米
づ
く
り
び
で
き

農
家
に
お
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
品

種
を
集
め
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す

が
目
新
し
い
品
種
を
揃
え
る
よ
り

基
幹
品
種
の
中
か
ら
自
分
の
条
件

に
一
番
合
致
し
だ
も
の
を
二
上
二

品
種
選
び
出
し
、
さ
ら
に
品
種
の

数
を
し
ぼ
る
と
共
に
種
子
は
毎
年

深
川
養
鶏
組
合
は
農
業
構
造
改

善
事
業
で
、
種
鶏
舎
一
六
棟
、
五

、
四
五
三
、
九
平
方
Ｍ
、
事
業
費

に
し
て
三
．
三
五
九
万
円
、
収
容

羽
数
一
八
千
羽
、
ふ
卵
場
は
、
二

棟
六
八
．
ビ
パ
平
方
Ｍ
、
事
業
費

二
七
六
一
八
千
円
、
ふ
卵
機
は
三

（
農
協
指
導
部
）

し
得
な
い
現
状
で
あ
る
。

次
に
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
生
産
費

に
つ
い
て
述
べ
る
と
常
時
・
１
羽

を
飼
育
す
る
平
飼
の
鶏
舎
の
建
築

費
は
、
建
坪
三
〇
坪
、
工
事
費
約

五
五
万
円
、
こ
れ
で
、
五
六
日
か

ら
七
〇
日
飼
育
し
　
一
、
三
Ｋ
か

ブ
ロ
イ
ラ
ー
養
鶏
の
現
状

○（
日
一
八
〇
万
羽
を
生
産
。
食
鶏

処
理
場
は
一
棟
の
六
二
五
七
平
方

Ｍ
、
事
業
費
二
、
六
七
三
万
円
、

一
口
処
理
能
力
五
干
羽
、
で
あ
り

ま
す
。
（
注
、
現
代
は
年
間
一
〇

〇
万
羽
一
日
当
り
三
千
羽
程
度
）

販
岫
は
北
九
州
へ
四
〇
％
、
山

陽
都
市
へ
五
〇
％
、
地
元
ヘ
ー
○

％
出
荷
し
て
わ
る
が
、
中
で
も
販

売
会
社
を
つ
く
つ
て
販
売
し
て
い

る
九
州
で
は
需
嬰
の
ｈ
Ｏ
％
を
満

ら
二
、
三
k
g
に
し
て
山
荷
し
、
年

問
四
川
転
、
四
千
羽
を
生
産
す
る

そ
の
経
営
費
は
、
三
隅
の
最
近
山

荷
し
た
、
農
冢
の
一
例
を
抽
山
し

て
み
る
と
、
生
産
費
で
ヒ
ナ
代
一

、
三
六
〇
羽
分
か
ハ
ーて
五
二
〇

円
、
飼
料
代
三
二
〇
、
四
九
五
円

薬
代
一
八
、
二
子
（
円
　
光
熱
費

一『

○
○
○
円
．
計
四
二
三
、
一

五
〇
円
、
売
上
は
、
一
、
三
四
三

説
明

上
か
ら
●
町
内
五
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
に
お
く
ら
れ
た
認
定
証
。

・
下
中
小
野
で
は
稲
の
刈
取
機
を

町
の
補
助
を
う
け
購
入

・
鷄
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
熱
が
た
か
ま

り
、
米
の
転
換
予
定
者
も
多
い

・
年
末
最
後
の
部
落
訪
問
駅
伝
大

会
の
ス
タ
ー
ト

○
長
門
大
津
市
町
村
訪
問
駅

伝
◇
江
崎
ー
下
関
山
口
県
縦
走

駅
伝
競
走
選
手
派
遣

三
月

◇
一
般
及
び
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会

◇
体
力
っ
く
り
講
演
会

羽
出
荷
し
て
五
五
二
、
二
三
九
円

（
内
訳
は
、
雌
六
八
一
羽
一
、
〇

九
一
Ｋ
、
雄
六
六
二
羽
一
、
八
〇

三
、
六
Ｋ
）
で
、
差
引
、
匸
一
九

、
〇
八
九
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
分
析
し
て
み
る
と
、
鶏
肉

一
Ｋ
を
牛
浤
篆
る
に
直
接
費
川
が

一
四
六
円
か
か
り
Ｉ
≒
の
売
上
代

金
が
、
雄
雌
平
均
一
九
〇
円
で
あ

り
差
引
四
四
円
と
な
る
。
一
羽
当

り
を
み
る
と
、
売
上
代
金
四
匸

円
、
生
産
賞
川
、
三
一
五
円
で
九

六
円
の
粗
利
益
と
な
る
。
し
か
し

こ
れ
に
直
接
生
涯
賞
川
で
あ
っ
て

経
営
と
す
れ
ば
、
鶏
舎
の
償
却
費

及
び
投
下
資
本
の
利
子
を
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
、
鶏
舎
、

五
五
万
円
と
し
、
十
年
位
で
減
価

償
却
し
資
本
利
子
を
み
る
と
年
間

八
万
九
千
円
位
と
な
り
、
生
産
羽

戮
四
千
羽
と
す
れ
ば
一
羽
当
り
二

二
円
、
肉
生
産
、
一
Ｋ
当
り
Ｉ
〇

円
位
と
な
る
。
そ
こ
で
経
営
費
を

考
え
る
場
合
、
直
接
生
産
費
に
、

こ
れ
を
加
え
、
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
生
産
費
と
売
上
代
の
差
が
邵

均
Ξ
○
円
保
と
れ
ば
、
一
羽
で
六

〇
円
、
年
問
四
千
羽
で
、
二
四
万

円
、
こ
れ
は
一
棟
五
五
万
円
の
投

資
だ
か
ら
二
棟
一
一
〇
万
円
投
資

な
ら
四
八
万
円
。
近
代
化
資
金
の

枠
一
つ
ぱ
い
借
り
か
ば
、
四
倍
一

匸
一
万
円
稼
げ
る
計
抑
が
成
り
立

つ
。
し
か
も
、
所
要
而
積
は
Ｉ
〇

ア
ー
ル
か
ら
で
あ
る
。
今
年
は
一

千
万
円
位
近
代
化
資
金
で
投
資
さ

れ
、
経
営
拡
大
が
進
み
っ
つ
あ
る

団
地
的
に
は
、
下
東
方
、
大
竹
、

津
雲
　
　
　
　
　
　
（
経
済
課
）

勲

記

勲

章

伝

達

第
三
十
回
発
令

勲
六
等
　
単
光
旭
日
章

藤
井
政
雄
殿
　
木
村
弥
二
郎
殿

勲
七
等
　
青
色
桐
葉
章

西
村
忠
久
殿
　
田
中
清
次
殿

田
中
頼
之
殿
　
田
中
歳
行
殿

前
田
作
治
殿

勲
八
等
　
白
色
桐
葉
章

宇
山
　
弘
殿
　
森
永
誠
市
殿

北
田
恭
三
殿
　
田
村
伊
三
次
殿

辻
野
正
玄
殿
　
吉
見
隆
次
殿

角
木
俊
介
殿
　
木
村
伊
八
殿

伊
藤
栄
八
郎
殿
　
松
田
多
持
殿

光
永
武
雄
毆
　
村
岡
　
保
殿

大
谷
　
卓
殿
　
鷲
尾
泰
道
殿

山
本
　
潔
殿
　
吉
村
清
一
殿

山
村
美
輝
殿
　
山
城
正
吾
殿

森
沢
五
郎
殿
　
清
水
菊
太
郎
殿

篠
原
義
助
殿
　
村
田
正
二
郎
殿

大
草
光
明
殿
　
山
村
米
蔵
殿

岡
　
伝
治
殿
　
三
島
作
一
殿

藤
田
‘
郎
吸
　
新
町
貞
一
殿

藤
山
州
一
殿
　
松
川
　
豊
殿

溝
部
　
寿
投
　
山
本
芳
雄
殿

第
三
十
一
回
発
令

勲
六
等
　
単
光
旭
日
章

竹
野
正
清
殿

民

生

委

員

選

任

昨
年
十
二
月
一
日
付
で
新
ら
し

い
民
生
委
員
（
児
童
委
員
兼
務
）

が
選
任
に
な
り
、
地
域
社
会
福
祉

の
奉
仕
者
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
す

委
員
名
　
　
　
担
当
区

粟
畑
貞
太
郎
　
滝
坂
、
一
の
瀬

増
田
琢
雄
　
　
中
畑
、
も
み
の
木

杉
山

行
村
芳
江
．
追
分
、
宗
頭

山
下
長
治
　
　
兎
渡
谷
、
麓

篠
原
　
勝
　
　
上
中
小
野

お
知
ら
せ

兼
重
　
香
　
　
下
中
小
野
、
辻
並

古
屋
正
資
　
　
市

金
子
一
雄
　
　
巾
村
、
大
竹
正
楽

寺

内
山
芳
二
　
　
土
手
、
広
田
、
久

原

平
川
卯
三
朗
　
生
島
、
絆
雲
、
飯

丼

池
信
大
融
　
　
野
波
瀬
西

松
野
美
津
子
　
野
波
瀬
東
、
室
生

長
峯
不
可
止
　
小
島
、
下
東
方

三
原
祥
祐
　
　
上
東
万
、
向
山
、

豊
原
西

河
内
信
雄
　
　
豊
原
東
、
二
条
謳

原
　
和
子
　
　
浅
田

青
山
常
次
　
　
上
ゲ
、
平
野

宮
田
米
雄
　
　
沢
江

善

意

に

感

謝

・

寿
大
学
互
助
会

一
〇
〇
〇
円
　
　
故
　
大
津
キ
ョ

三
〇
〇
〇
円
　
　
故
　
平
川
モ
ト

フ
ア
ミ
リ
ー
チ
ェ
ア
ー

寿
大
学
互
助
会

デ
ー
ラ
イ
ト
ー
ス
ク
ー
リ
ン

故
　
兼
頭
ツ
ヤ

故
　
田
辺
秀
雄

あ
と
の
二
点
は
何
れ
も
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
備
付
け

・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
認
定
証
団
旗

授
与
式
及
び
交
歓
大
会

ス
ポ
‐
ツ
少
年
団
の
認
識
を
た

か
め
、
自
主
的
な
運
営
に
よ
る
活

動
を
充
実
ず
る
た
め
、
今
年
結
成

さ
れ
た
宗
頭
、
市
、
浅
田
の
各
団

の
指
導
者
及
び
少
年
団
員
約
百
三

十
名
が
公
民
館
に
集
い
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
よ
り
送
ら
れ

た
認
定
証
と
国
旗
の
伝
達
授
与
式

を
行
っ
た
。
お
祝
と
し
て
町
か
ら

交
歓
球
技
大
会
川
優
勝
カ
ツ
プ
ニ

個
と
体
育
協
会
よ
り
記
念
鉛
筆
が

贈
ら
れ
少
年
達
は
大
喜
び
。
式
の

あ
と
８
月
に
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

少
年
全
国
大
会
（
山
梨
県
）
と
山

口
県
大
会
（
山
口
巾
）
に
齡
加
し

た
団
員
よ
り
報
告
が
あ
り
、
日
頃

の
活
動
を
お
さ
め
だ
公
民
館
製
作

の
８
ミ
リ
映
画
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
親
睦
試
合
な
ど
楽
し
い
半
日
を

過
し
た
。
大
人
の
指
導
者
は
育
成

上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
研
究
協
議

の
あ
と
二
月
に
サ
ッ
カ
ー
と
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
地
域
団
対
抗
の
球
技

社育体会
記
録
と
反
省

大
会
を
実
施
ｊ
る
こ
と
を
き
め
た

（
十
）
月
三
日
）

・
青
年
ハ
イ
キ
ン
グ

健
全
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
自
然
に
親
し
み
、
協
調
性
を

養
い
、
体
力
の
増
進
を
は
か
ろ
う

と
青
年
男
女
約
四
十
名
が
町
内
日

咫
山
臼
が
台
に
亶
っ
た
。
朝
か
ら

長
門
農
業
改
良
普
及
事
務
所
生
活

改
良
晋
及
員
の
指
導
で
（
ハ
イ
キ
ン

グ
向
き
弁
当
料
理
実
習
を
行
っ
た

あ
と
、
山
頂
で
試
食
し
た
の
ら
ゲ

ー
ム
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
山
芋
堀

り
と
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
思

い
っ
き
り
生
気
を
つ
ち
か
っ
た

（
十
一
月
三
日
）

●
町
内
部
落
訪
問
駅
伝
大
会

滝
坂
公
会
堂
前
か
ら
町
内
一
巡

し
て
公
民
館
前
ま
で
全
長
二
十
二

、
六
キ
ロ
を
中
学
生
、
高
校
生
、

一
般
の
混
成
ハ
チ
ー
ム
が
参
加
。

強
健
な
体
力
と
根
性
を
養
う
の
が

ね
ら
い
で
、
成
績
は
次
の
通
り
。

団
体

一
位
　
中
村
大
竹
正
楽
寺
久
原
Ａ

二
位
　
滝
坂
、
一
瀬
、
中
畑

三
位
　
上
、
下
中
小
野
、
麓

区
間
賞
　
○
　
新
記
録

一
区
　
山
本
英
雄

二
区
　
河
辺
保
則

○
三
区
　
上
山
哲
治

四
区
　
秋
本
敏
明

五
区
　
坂
本
寿
和

○
六
区
　
熊
野
忠
晴

七
に
　
木
原
正
男

躍
進
賞

滝
坂
　
一
瀬
　
中
畑
チ
ー
ム

｛
卜
二
月
二
抃
二
口
‘

旬
こ
れ
か
ら
の
予
定

｝
月
◇
萩
市
駅
伝
選
手
派
遣

◇
婦
入
会
卓
球
大
会

◇
一
般
卓
球
技
術
講
習
会
及

び
卓
球
大
会

二
月

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

◇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
球
技
大

会

夜
明
け

る
環
境
整
備
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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